













第一章  原初性テーゼの意味：「人」と「原初的である」  
第一節 「人」の概念について  
第二節 予備考察 I：述語の適用と属性の帰属  
第三節 予備考察 II：二種類の述語の適用と二種類の属性の帰属  
第四節 人の概念：二種類の属性が適切に帰属可能な存在者  
第五節 人の概念と「心的なもの」、「物的なもの」  
第六節 人の概念規定 PSt  
第七節 「原初的である」の意味 
小括  
第二章 補助テーゼ：記述的形而上学と基本性テーゼ  
第一節 記述的形而上学という企図  
第二節 個別者と概念枠  
第三節 個別者の基本性：同定可能性非依存性  
第四節 時空間的体系としての概念枠  
第五節 基本性テーゼ  
小括  
第三章  原初性テーゼの導出  
第一節 人の概念を原初的であると主張する意義  
第二節 原初性テーゼは何を解決するか  
第三節 意識状態の帰属をめぐる二つの問いとデカルト主義、非所有論  
第四節 デカルト主義批判  
第五節 非所有論批判（経験の「所有」）とその検討  
第六節 ストローソンによる解決（原初性テーゼの導出）  
小括  
第四章 原初性テーゼへの批判と修正  
第一節 原初性テーゼに向けられる批判 I：「人」は、人間ではない。  
第二節 原初性テーゼに向けられる批判 II：「人」は、存在しない。  





































































































































































































博士論文 要約 7/8 
 
（ストローソンが「人」と呼ぶ概念は、「誰か (someone)」と呼ばれることでより適切




































博士論文 要約 8/8 
 
本論考はストローソンによる原初性テーゼがいかなる主張であり、それが哲学的にど
のような射程をもつかを、彼自身の「記述」についての慎重でかつ極めて詳細な検討を
通して明らかにした。その結果、結論づけられうることは、人の概念をめぐってなされ
てきたこれまで哲学的議論の多くは、その根底にストローソンが規定する人の概念、 
つまり、不特定の対象としての誰かの概念によって基礎づけられていないという点で、
失敗に終わるという事実である。しかし、裏を返せば、我々は原初性テーゼの意義を  
掘り起こし、現代において明るみに出した本論考のもとで、ようやく人の概念をめぐる
問題圏に共通の地盤を提供することができるのである。 
以上のように、人の概念についての必然的なあり方の探求という本論考の目的は、 
原初性テーゼという人の概念の必然的なあり方に関する擁護可能な共通見解が維持 
可能であることを、それが依拠すべき形而上学的理論とともに再定式化したことによっ
て達成されたと評価することができる。 
 
